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企業の規模がます ます拡大 し,そのなかで多数の従業員が複雑な経営機能
を分担する現代の大企業は,そ の存続発展とい う共通 目的のためにそれ らの
人 々を協力させなければならぬ。従業員は個人 としても自己の利益を追求す
るし,またイ ソフォーマル集団の行動基準に も規制 される。それに もかかわ
らず,企 業はその共通 目的に向って人 々を統合 しなければ,そ の活動を続け
ることができない。それぽか りではない。激 しい技術的,経 営的革新のなか
で管理者は担当する部門でおこる種 々の問題を処理解決 し,経 営者は企業全
体にかかわる経営方針と重大な意思決定を遂行することが,従 業員の統合と
離れがた く結びついている。 これ ら管理者や経 営者が従業員を共通 目的のた
めに協力させ る リーダーシヅプはまことに重要な問題 といわなければならな
いo
伝統的な管理組織論は組織を職務と権限の体系 としてとらえ,そ の体系が
あたか も自動的に機能するかのごとく論 じたが,人 間関係論(最 近は行動科
学 と呼ぼれ る)の 発展い らい,組 織の機能をいかに有効に発揮 させ るか とい
う問題が重視されてきたのである。ただ人間関係論の初期は主 として個人の
動機づけ と,イ ンフォーマルな小集団の問題に焦点が向けられていたのに対
し,近年は より大きな集 団一 企業 もそのひとつであるが一 のなかのおけ
る人間の相互作用や リーダーシップが大きく取 りあげ られるようになった。,
そ して経営管理論はそのなかへかかる成果を吸収 しつつあると考えられ る。
このような時代的要請 と経営管理論の発展段階か らみて,伊 藤教授の近著
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「経営者 リーダーシップ論」はきわめて意義ある労作 といわなけれぽならな
Ll
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本書は3編 にわ かれ,第1編,序 論一経 営者 リ ー ダ ーシ ップの機能 的概
念,第2編,経 営者 リーダーシ ップの三面的考察,第3編,経 営者 リe・一ダー
シ ップの具体的問題 とな ってお り,そ れに二つ の補論が付せ られ てい る。
第1編 では,経 営管理論に おけ る リーダーシ ップ論の位置づけ を試み る。
経 営管理学は物 的管 理 と人 的管理 との二大領域 があるが,経 営が人間集 団の
組織で あるか ぎ り,人 間的側面か ら組織論 的 アプ ローチが伴わ ねば な らぬ こ
とはい うまで もない。 ところが経営管理 とい う過程を機構 と運 営 と二元 的に
とらえ,単 な る管理組織 とい う機構 とな らんで,組 織の共 通 目標 達成のため
に 人 々の統合を確保す る機能,す なわ ち リーダ ーシ ップの重要性 を指摘 し,
ここに リーダーシ ップの経 営管理に おけ る位置が示 され る。
第2編 では,多 くの学者に よる経営者 リーダーシ ップ論を三つ に分類 し,
リーダーの能力ない し資性 を問題 とす る資性論 的アプ ローチ,リ ーダーがい
か に部下に働 きかけ影響 を与え るかを説 く機能論 な い し技 法論 的アプ ロー
チ,お よび リーダーの部下に対す る影響を相互 の人間的情 況 と して とらえる
情 況論的 アプ ローチ とす る。 この間,実 に多 くの研究書を引用,紹 介 しなが
ら,こ れ を的確 に三つ のアプ ローチに分類 され た理解には評 者 も敬意を表せ
ざ るを得ない。そ して著者は これ ら研究 の成果 を経 営者的観点か ら統一す る
ことを本書の 目的 とす るのであ る。
第3編 では,ま ず経 営者 リーダ ーシ ップにつ いて,い くつかの類型(Pat-
"tern)を区 別 す る諸 研究 と
,そ れ ら類型の選 択基準 を説 明す る。 ここで類
型 論な リーダーシ ップの垂直的な構造を単純 な類型 として眺 め,リ ーダーが
リーダーシ ップを選択す るとき考慮すべ き問題を会得す るに とどま り,リ ー
ダ ーシ ップ訓練 の基本的 アプ ローチだ と見るのが,著 者 の見解であ る。 第3
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編の後 半は トップ ・マネジメ ン トの リーダーシ ップ論 にあて られ る。そ こで
は 「組織の精神」あ るいは経営理 念を論 じ,ま たかつ てゼネ ラル ・モニ ター
ズの社 長であ った デ ュラ ン トとス ロー ンの リーダーシ ップを対比 しなが ら興
味 あ る論述 を見 る ことがで きる。i著者は2人 の代 表的 トップの特性 とい う表
現を用い,ス ロー ンとい うす ぐれ た資性 を与 えなが ら,企 業 の成長,そ の他
の情 況に応 じて科学的な経 営技 法を導入 した経営者のなか に,上 述の三つ の
アプ ローチの統一を見てい るよ うであ る。
3
以上のような構成を もつ本書の特色をあげれぽ次の諸点 で あ ろ う。第一
に,そ の行文のあいだにきわめて豊富な諸研究を引用 し論評を加えている。
リーダーシップに関する主要な著書はほとんど余すところな く渉猟 している
といってよい。 この意味で本書は リーダーシップ論に関す る総合的な労作 と
い うことができる。
第二に,こ れ ら多数の研究書を三つのアプローチに分類 し,それぞれの ア
プローチの特色を対比 しているところに,明 快な理解と叙述を見ることがで
きる。ただ三つのアブ戸一チを統一的に理解す るところに本書の 目的をおい
ているが,著 者のい うように,そ れ らすべてが十分な根拠を もち,か つ一つ
に総合さるべき性質のものであろうか。評者はこれに若干の疑問をもつ。 リ
ーダーシップ論の初期に見 られた資性論はそののち,その根拠を批判 され,
これに代って技法論(行 動説)と 情祝論 とが発展 し,承 認されているのでば
なかろ うか。そ して類型論は情況論と実質的にほとんど等しい ものと考えて
よいのではなかろうか。
著者 も指摘す るように,下 層経営者(管 理者とよぶのが一般的用語に合致=
す ると思われ る)に おいては,業 務上の問題を解決 し,直接の部下のモラー
ルを昂揚す るリーダーシップが要求され,上 位階層へいけばい くほ ど経営全
般の方針や統制にかかわることが多 く,経営全体の 「組織の精神」を形成す
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る リーダーシ ップが要 請 され る。す なわ ち管理者の リーダーシ ヅプと経営者
(ト叛プ ・マネジメ ソ ト)の リーダーシ ップとは共 通点 もあ るが,そ の地位
と職務か らい って異 なる ものがあ ると見なければな らぬ。本書は 「経営者 リ
ーダー シップ論 」 と題 され てい るが,大 部分 を占め るのは管理 者 リーダ ーシ
ップ論 であ り,第3編 後半のみが トップ ・マネ ジメ ソ トの リーダt-・一・シ ヅプ論
に あて られ ている。従 って第三の特色は管理者 リーダーシ ップ論に ある と見
られ るが,そ の面に おい ては三つの アプ ローチの総合が どこまで成功 してい
るか,い ま少 し説 明が ほ しい と思われ る。 トップ ・マネジメ ソ トの論述に お
いては,ス ロー ンを例 と して三者の総合を試 みてい るけれ ど も,前 半の部分
と扱い方がかな り異 な り,全 体の一貫性 に若干の疑問を感ず る。
た しかに リーダーシ ヅプ論は長いあいだ管 理者の リーダーシ ップと経営者
の それ とを区別せず,共 通 点を扱 って きたのであ り,ト ヅプ ・マネジメ ソ ト
の リーダー シップ論 は比較 的新 しい研究対象であ る。それゆえ=両者をいか に
統 一的,体 系的に理 解す るかは今後の問題 であ り,評 老 自身 もこの点につ い
ては結論的 な ものを見出 しえない と苦 しんでお り,今 後の研究 に よって啓示
を うけたい と願 っている ものであ る。
